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土 壤 中 に お け る 放 線 菌 の 分 布

（第 7 報） Microbispora属お よ び StrePtosPorangium　ptの

　　　　　　　　　選 択的平板分離法

　　　　　　　　　　　　　　（そ の 2 ） 分離株 の 分類

野 々 村英夫 ・小 原

　　　　 （山梨大学工 学部）

巌

（w ）

　　　　　　　　Distribution　of　Act三nomycetes 　 in　SoiI

ACulture　MethOd　Effective　for　 Both　 of　 Preferential　 Isolation　 and

Enumeration　of　Mi ‘アobispora 　and 　Streptos加 rangium 　Strains　in　Soil

　　　　　　　　　（Part　2）　 Classification　of　the　Isolates

　　　　　　Hideo　Nonomura 　and 　YuwaQ 　Ohara

（Faculty　 of　Engineering，　 Yamanashi 　University，　 Takeda　4．　Kofu）

　　　The　present　paper　is　to　report 　the　results 　of　a　taxonolnic　investigation　of　actinomycetes

beIonging　to ハ4icrobispora，　StrePtosPorangium　and 　other 　groups，　which 　were 　isolated　from
so 量I　by　the 　 method 　described　in　the 　pre  ding　paper （Part　 1），

　　　The　112　iso五ates 　 obtained 　were 　 identi丘ed 　as　 follows：　 （a ） Genus 雌 6ア obispora ；

thermophilic　3　spp ．　and 　mesophilic 　5　 spp ．．　 One　of　 the　 mesophiies ，ルtb．　 parwa　 grew　at

50 °C．　 （b） Genus　StrePtosPorangium； aeria 正mass 　 colors 　were 　pink （5spp．）or　greenisb

gray （2　spp ．）．3 ．of 　these 　 species 　 grew　at　 42 °C ，　 while 　 the　 others 　 did　 not 　 grow 　 at 　 this

temperaturc ．　 （c） Genus　 Thermomonospora （1　sp．），　genus　 Thermoactinom．vces （2　spp ．）

and 　a　special 　group　of　Streptomyces．（Table　la， ］b）

　　　Six　groups ，
20f ハ4b，40f 　3∫．，　 were 　 described　 as 　 new 　species 　 or 　 varieties ．　 （See　de．

scripion ）

　　　Growth　inhibitory　effect 　af　 sugar 　 was 　observod 　in：some 　thermophiles ． （Table　3，4，　Fig．
1）． The 　growth 　 of 　 Ta．　 vulgaris 　T −860n 　 an 　 oatmeal 　 agar 　 medium 　 cQntaining 　 a 　 O．2％

yeast　extract 　 was 　 eompletely 　inhibited　by　an 　 addition 　 of 　 glucose（sterilized 　by 丘ltration）at

O．5〜2％ to　the　 medium ； however
，
　 when 　the　amount 　of 　the 　ye服 t　 extract 　 was 　increased　to

about 　1％，　 the　organism 　grew　welL

　　　　　　　　　　　　 緒 　 　 　 　 言

　前報
1）
で IMicrObispora （Mb ）お よ び StrePtosPora−

ngium （Ss）属 放線菌 の 選 択的 平 仮分 離法を 報 告 した

が，同法で 分離 で き る菌種 が どの よ うな も ので あるか

を 明 らか に す る 二 とは，こ の 分 離法を 評証 す るた め に

必要な こ とで あ る．そ こで 本報 で は同法で 分離 した上

記 の 両 属放線菌，そ の 他付随 的 に 分 離 した 放線菌 の 分

類 学的 試 験結果 を 報 告 す る，
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供試料 お よ び寞験方法

　 1， 供試菌株　　放線菌の 分離に 用い た土壌お よ び

方法は 前報
1）の 通 りで ある．分離株は M 西 属 79株 ，

Ss 属 17株 その 他付随的に分離 した 16株の 計 工12侏で

ある．なお比較 の ため既 eqs・e の type 　cu ！turq 　Kenssen

の 4協 ．bispora を適宜使用 した．

　2，　分類試験　　生育に ビ タ ミ ン や有機窒素源 の要

求 が ある e と ， そ の 他の 理 由か ら 1SP の 方法
2）が実施

で き な い の で お お む ね 既報
3）

の 方法 に 準 じて実験 した．

　今回の 場合 は高温性菌を禽むの で 生育温度試験を追

加 した，なお紫色結晶物質の 生成 に つ い て 報蕾 した が

そ の 後 こ の 物質 は phenazine 抗生物質 と され
5・6）

本報

で は iOdininとして褒わ した．その他既報と異なる主

な点 は次 の 通 りで あ る．

（1） Star¢h　hydr。lysiS　I　EmerSQn’s　yeast　starch 　agar7 ）

　の うち K2HPO40 ．5g ，　 pH 　6，6 に 改変 （YS）．

（2）　Gelatin　liquefaction二　 gelatin　200，　peptone　5，

veast 　extract 　2
，
　glucose　 29，　 dist、　water 　 1000皿 L

　 pH 　6．6．

（3） Antib三・tics・ YS ま tPo　 yea ・t　 ext ．・malt 　 ext．

　 agar2 ）
の 平板培養 （3G℃ 王0日 ，

50℃ 7 日）か ら切

　 り取 っ た寒 天 を細菌平板上 に お い た．細菌 は StaPh．

　 aurettS 　IFO 　3061，　E ．　coli 　IFO　13044を使用 した．

（4）　Nitrateτeduction： D 三fco　ni τrate 　broth に yoast

　 ext ．0．5
，
　glucose　l　g／l を 追 加 した．

（5） Carbon　utilization： Casamino 　aclds 　2
，
　MgSO4 ・

　7H200 ，5，　K ，HPO ， 0．3，　NaC ｝0，3，　 v 三taロ 1in 　solu −

　tioエ1
，　trace　r【ietals，

z）　carbon
’
SGurce 　5，　agar ユ59 ，

　 dist．　 water 　 1000 瓢 L

（6）　OA −YG ： OA −Y3） に glucose　2，　 glycerol　2　g／t

　を追加 した．

（7） G ！ycerol　agar ，　 glucose　 agar ： （5） の carbOn

　source を giycero1ま た は glucose と した もの．

　　　　　　　 案験結果 お よ び考察

　1． 分 類　　分離株の 形 態学 的 お よ び生 理 学 的性質

ICつ い て の 実験結果は Table　la
， ユb，　 Fig．2、3 に表

Table　la．　 G 蓄oups 　and 皿 orphological 　characte 癇 t玉cs 　of 　the お01a 乞es．

Glo叩
No ． Genus　and 　sp   ies　（S  血 NQ．）
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a）P 二 Pab．　 P 二 Pink．　 Y ： Yellow，
b）M 躑 of 　spo 鵬

B ： Brown．　 G ： Green．　 Gy ： Gray．　 W ： White．
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Table 工b，　 Physielogical　properties　 of 　the 　isolates．
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a）　
一

； Growth 　similar　to　 or 　less　than 　the　growth 　 on 　basal　 medium ，

　 The 皿 edium 　used 　 was 　seemed 　to　be　inadequet　for　the　test　to　the　gmups 　3，17，18，19
b）　Y 二 Yellow，　 G ： Green．　 Pl： P ロ rple ．　 Gy ： Gray ．
c）　Dark 　yellowish　to　olive 　green　in　 YS 　agar

，
　pale　purplish 　gray 　in　AV 　agar ．

d） In ・atmeal 　agar ．

示 した．培養的性質などは新 しい 種，変種，群 およ び

特定 の 高濃 菌 に つ い て の み分類 学 的 記載の 項 に 示 した．

A ．Microbispera属　　試料 か ら 50℃ で 分離 した

もの は ほ とん ど高温性 の 菌株で あり， そ れ らは 55℃

で 生育 し 25℃ で は生 育 しな い．既知種 の （1） Mb ・

aerata5 ） の ほ か 新種 （2）Mb ．　thermodiastatica， （3）

Mb ．　thernzorosea に分勦 した．（2）， （3） は高温性と

い う性質 を 除外 すれ は中温性 の 既 知 種
．
の うち に 蠍 似 し

て い る もの が あ る．30℃で 分離 した もの は 中温性菌 で ，

すぺ て 既知種
3）

の （4）Mb ．♪arzla ，（5）Mb ．　ameth ．／i一

st・genes　 var ．　 n ・nreducans ，（6）M う．跏 ・加 ・genes，

（7）　Mb ．　dizastatica
，　（8）　，Mb ，　rosea ，　（9）　Mb 、　rosea

var ．　 nonnitrogenes の い ずれか に 同定 され た．た だ し

上記 （5） は glycerolを資1匕で き る株 もあ り，（7）〜

（g）で は inositol，　rhamnose の 資 化性で tyPe 　cultu 「e

と 異な る もの を 含む ，な お （6）の 色 素 の 強弱 は菌株と

培養条件で 異 な るが，い ずれ も 91ycero！ agar な どの

古 い 斜面培養の 先端 に灰 緑色帯 （抗生物質）が み られ

るほ か生 理 的性 質 も type　 culture と よ ．（一致 し た．

この 分離株 は Adb．属 中で は抗
．
菌
．
詫が 比 較的強 か っ た．
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Table　2．　Key　to　the司pecies・grσUPS　of　the　isol　Ltes．

　　　　　Micrabispara
　 Aerial　 mass 　 color ：

　　　A ．White．　 Ther　nophilic ．……………M う．腕3ρ【rra

　　　B ，　Pa；e　brownish　 white 　to　phk ．

　　　　　a，Thermophil三c．……………ハ4b．　uerpm 　M ウ．ごゐermodiastatica
，
　Mb ，診  070 ∫毋

　　　　　b．Mesophilic，　 a） Grows　at 　50℃．……一・・”・M う．　Parva
　　　　　　　　　　　　 b）　D （me 　not 　gmw 　at　50℃．……ム乃．　amethystogenes ，　M ゐ．　chromogenes

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Mb ．　diastaticq ハ乃 ．　rosea

　　　　　＆ 厂ePtosparangittm

　 Aeτial　mass 　color ：

　　　A ．Pink．　 a ）　Grvws　at 　42℃，………Ss．メ・set “iovUlgare， 55．加 加 liastaticam

　　　　　　　　b） D 。se 　n 。t　g：・ w 　at 　42℃・………Ss・　amethystogenes 、　Ss。觚 翩 鵬 55．　Vttlgare
　　　B・Greenish　g澱 y　not 　gmyish 　ydlow 　green．………55．　viridegv

’isetes，55．　w
’
ridialubum

　　　（C，Da：k　gray．……5∫．　 n めcens ，　Ss．　 indianesis．　 D．　 White．……35．　alecbttm，55．　alubidu〃 呂＞

　　　　　77  05 釦 アごzand 　Thermeactinomy‘ε∫

Spere＄ fd価 si皿gly　on 　the　aer垣I　hyphae　h 　foロ ロ of 　a　bunch　of 　grapes．………　Tm ．プ『usca
SpOres　forrned　s海gly　on 　the 　ae τ逋 and 　on 　t丑re　s凹bstrate　hyphae．
　 Aerjal　 mass 　color ：

　　　A ．Dark　g：  ロ on 　StarCh　aga エ，・・………− Ta，η霊o π o ∫勲 5

　　　B．White　to　pale　yellowiSh　brown．………………Ta．　vulg 〃 is

　　　　　StrOPtOnz）ecres
Spores　coalesoe 　to　ma5 瓢 　Vita皿 加β a 【e　essentia1．・一 ・………＆．　ma8s ・spo 肥 Gmup

（4）は5e℃ で 生青で き るの が 特徴で あり type 　culture

も岡様で あ っ た．した が っ て 試料か ら 50℃ で 平板分

離 した うち に もた ま に こ の 種がみ られた．

B ．StrePtosPormπgium 属　　42℃ で生育で き る も

の は，胞子 が 緑灰 色 の 新変種 （10）SS．　viridogriseu ．S

var ．　 kofuense （ビ タ ミ ン 要求 な し），　ピ ン クの 薪種

（11）Ss．ρseudox ，ulgare お よ び （12）5s．　nondiasta −

ticum に 分類 した．（10）の Sporangium は奥 田 ら
8）

の 株 （20〜48 μ） よ りは る か に 小 さ い．グ ラ ム 陰性菌

に も抗菌性 が あ り形態的 に著 しい 特徴が ある （Fig．2

の 4 〜 10）．42℃ で 生 育 しな い もの は 新変種 （13）

Ss．　 viridialbttm 　 var ．　 i
’
educens 　の ほ か は 既知 種 a）

（14）　Ss．　an ：ethorstogenes
，　（15）　Ss．　rose ＃m ，　（16）　Ss．

ndgare に同定 され た．

C ．その 他 の 属　 　分離 の 際付随的 に 採 っ た もの で あ

る．Thermamonospora　X 　ICつ い て は ， 分離株は い ず

れも澱粉分解性が ない 点 で 標準種
9 冫と異な るが 一応

（17） 7伽・加 薦 に鵜す る もの と した （ビ タ ミ ン 要求

な し）．Thermoactinemyces属の分離株は （18）Ta．

mono5pmse ） お よ び （19）Ta・Vttlgaris9 ） （ビ タ ミン

要求な し）に 分類した が ，（18）は牛乳を消化 す る点で

Ta．　 viridis と ， （19）は気菌糸の 色 お よび生育温度 の

点で Ta．　thermophilus と接近 して い る菌株 で あ る．

StrePtomyces　pa，で は，ほ とん どの 胞子が
一

見 Sporan・

gie よ うの 胞子塊を作 り， 生育 に ビ タ ミン が必須 （メ

ラ ノ イ ド色素 を 生成 せ ず胞子 は多 くは ピ ン ク系） の 種

類 （2の が しば しば分離され た．MicroPolysPcra属
も分離 さ れ た が 本報で は 除外 した．種群 の 検索表を

Table　2 に示 しt 、

　2・ 糖類 に よ る生育阻窖　　Tliermoactinomγces 属

お よ び The 「momenospora 潤 の 分離株で は 炭素源秘

月璽試験の 基礎培地 （Casamino　acids を含む）に glucos6

e，・xylaseX などO．5％ 添加す る と無添加 の 対照 よ り生育

しなか っ た の で 糖類 を LO ％ 加 え て 実験 したが そ の 傾

阿 は さ らに 著 し くな っ た （Table　3）．こ の 阻害的作用．

を み る た め oatrneal 　 agar に 酵母 エ キ ス （Bacto　yeast

TabLe　3・　（泊rbon 　uti正加 tion　（inhibitory　e旺ect）　of

　　　some 　ttmphilic 　aCtirtam7cetes

A ・・i− ・… − IT−78

Basal　 medlum 陽 ）

Glucoseb）

Fructose

Arabinose

・XyloseSueroseGLycero1

十

T −8・ 1・舶

＋

骨

±

土

±

十

十

±

±

十

a）　See　text　　b）　Sugt虹 concentratiOn ，1％．
＋ ＋，一

： Good　growth，　 no 　growth 　resp ．　 after　 a

week 　at　50℃．
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extract ）を種 々 な量 加 え，これ ec無菌沸過 した （ま た

は加熱殺菌 した）糖液を種 々 の 量加え て Ta．　valgaris

T −86 の 胞子懸濁液 を 接種 し 55℃，1 〜2fl 培養 した

結果 は Table　3 と Fig．1 の よ うに な り，酵母 エ キ ス

の 量が 少ない と glucoseの 添加 eま生育を完全 阻害す る

が ， 酵母 エ キ ス を 1％ 位 に 増加す る と阻害 は解消 され

た．酵母工 キ ス の 代りに Casa【n 血 o 　acids を用 い た合

成培地 で も同様の結果で あ っ た （Table　4）．そ の機構

に つ い て も興味深 い が，こ の 結果は こ れ らの 放線菌 の

培養基を考え る上 で 特 に璽 要で あ る．

Table　4 　Effect　of　the 　rat め gluoose　to　yeast 甑 tract　or 　casamino 　 acids　in　agar 江 1ed 蛤 on 　the

　　　growth　of 　T ¢ vul8ris 　T 」86・

Glucoげ ，％ Basal　 m 戯 u 皿 for
　 Guti  ti 

Gluco鴫 ％
Oatmeal　aga τ

0 o。51 。0 02 ．0

Bacto　 Yeast

ex し ％

00

．20

．51

．0

皿

什

卦

升

一

一

士

什

一

一

一

鞐

C脚 云虱o

  ids，％

00

．20

．51

．0

一

十

什

軒

｝

一

十

什

串 Bacto　De滋 隅 oertified；steriIized　by　filtration　 or 　by　heat．
什，一

： Good　growtU 　no 　growth　resp ．　after 　2　days　at　55℃．　Spore　suspension 　was 　used 　as　 the

in  ulum ．

F 量g．1．Effect　of　glucose　and 　yeast　extract 　added 　to　oatmeal 　agar （OA ）on 　the　grewth 　of

　　　　Ta 。　v ＃lgaris　T −86．　 After　a　day （plate）or 　two 　days（slant）at　55℃ ．

　　Sl8nt　1：　 0A 十 yeast　extract 　O，2％ （OA −Y ）．

　　Slant　2，3and 　4 ： 0A −Y 十 gluoose　O．05，0，1　 and 　LO％，　resp．

　　Plate　A ，
　B： OA −Y

，
　OA 十yeast　ext 臣 ct　1．0％．5drops　 of 　10％ gluoose　solutien 　had

　　　　been　plaoed　into　a 　central 　cup
，
　resp ．

Abbrev三ations 　used 　in　the　foliowing　description：

　　OA −Y ・＝Oatmeal　agar −Y

　　OA ・YG 罵Oatmea玉aga ：
−YG ．

　　YS 孺Yea3t　starch 　 agal （modi 丘ed ）．

　　　　　　AMC ＝Ae齟 瓰 ass 　oelor ．

　　　　RSC ・＝Reverse　side 　of 　colony ．

　　　　MP ＝Merphological　 characters 　 and

　　　　　 physiological　pτoperties・

y・b・・yellowiSh　brown．

N 工工
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2, Genus Streptosporatrgt#m.

1; Ss. nondiastatica  sp. nov.  S2-31 on  AV  agar,

2: Ss. psettdavttlgare sp.  nov.  Sa-32 on  AV  agar.

3: Ss. viridialtcbum  var. redueens  var. nov.  St-24 on  SE  agar.

4"s.10: Ss. viridqgriseus  var.  kotbense var.  mov.  S2--28. 4, on  YS  agar.  5, segmented

   mycelium.  6, electron  mi{rvgraph  of  spere  chain  in sheath.  7, sporangium  stained.

   germinatlon, 8. on  agar.  9, 10 in liquid. 9, dehisced sperangium.

aerial8--10,

          1)eseription of  taxa

;. Micrabispora t]iermodictstatica sp.nev.

 Growth on  OA-Y:  After 20

growth rnoderate  or  poor. AMCdays

 atwhite

 tosoec, pale
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Genera AcGcr'abispm'4 Stroptomyces, lhtvnon:onaspora and  Illiermatzctinomyces.

Mb. thermediastatica  sp.  nov.  M2-59 on  AV  agar.

Mb. thernterosea  sp.  nov.  Mt-64 on  AV  agar.

St. mass-spere  Group S2-1os on  YS  agar.

l}n. fltsca T=T8 en  YS  agar,

7b. monosportts  T-81 on  YS  agar.

7h. vzaLgaris  T-86  on  OA-Y  agar,

y-b. RSC  y-b, Soluble pigment pale y-b.

 Growth on  YS: Good, AMC  white  to pale

y-b. RSC  y-b. Soluble pigmeng  pale y-b.

 Growth  on  GLucose agar:  AMC,  pale pink,

No  soluble  pigment,

 MP,  in Tabie  1-Group 2 and  Fig. 3-11.

 3 isolates frorri soil  were  studiecl,  Type  culture

M2-59, Therrnocliastatica; thermophilic and  dia-

static,

 The  species  dfiers from  Mb.  uerata5)  in the

negative  properties to iodinin preduction and

nitrate  reduction.  It may  be a  thermophilic form

of  Mb. diastatica.

2. Micrebispera thermeresea  sp.  nov.

 Growth on  OA-Y  and  YS; After 20 days at

500C, growth  poor, y-b, without  aerial  mycelium-

No  soluble  pigment.

 Growth en  Glycere! agar:  AMC  pale pinkish

white.  RSC  pale y-b. No  soluble  pigrnent,

 MP,  in Table 1-Group  3 and  Fig, 3-12.

 19 isolates from soil were  studied.  Type eulture

M,-64.

 The  species is closely related to Mb. ther-

ntodiastatica  but differenciatecl from it by not

hydrolyzing stareh,  and  carbon  utilization  psttern,

Mb, bispara grows wel1  en  OA-Y  or YS. AMC

always  white.  Dose not  changemilk,  Thecarbon

utiliration  pattern was  not  cleared).  Mb. ther-
morosea  may  by a  thermophilic form of Mb,

rosea  var.  nonnttrttogenes,

NII-Electronic  
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3. Streptosporangium pseudovulgare  sp.  nov.

  Growth on  OA-Y:  After one  month  at  300C,

 AMC  pale pink, RSC  pale brown. Soluble pig･

 ment  pale y-b.

  Growth on  YS: AMC  pale pink. RSC  light

 brown, Soluble pigment pale y-b.

  MP, in Table 1-Group  il and  Fig. 2-2.

  3 isolates from seil  were  studied,  Type culture

 S2-32. Psendovulgare; false-vulgare.

  The  species  exhibits  a  good growth  at  420C,

 whereas  Ss, vulgare  dose not  grow  at all at

 that  temp.  The former dose not  utilize  rhamnose

 and  inositol, while  the  latter utilizes  thern,

4. Stroptosporangium nondiastaticum  sp.  nov.

  Growth  on  OA-Y:  After one  month  at 3eeC,

 AMC  pink, RSC  pale y-b, Soluble pigment pale

 y-b.

  Growth on  YS:  AMC  distinct pink, RSC

 orange,  Soluble pigment y-b.

  MP,  in Table 1-Group 12 and  Fig. 2-1.

  3 isolates from soit  were  studied  Type culture

 Sr31,

  The species  is related  to Ss. pseudovulgare in

 growing  at  42eC, but differenciated from it by

 the  larger sporangia  and  not  hydrolyzing starch,

5, Streptosporangiecm viridegriseus  Okuda et  al,

 var.  kofbeense va=  nov.

  Growth on  OA-YG  and  veast  ext.-malt  ext,                        .

 agar:  Growth geod. AMC  white  becoming to

 olive  gray  with  spores,

   MP,  in Table 1-Group  10 and  Fig. 2-4NIO.

   One isolate from soil was  studied,  S2･26. Kofu;

 place name,

   The sporangia  of  the  variety  are  smaller  (12t-

 20p) than  those of  the slrecies  (20---48p) reportect

 by Okuda et  aLS]  Nitrate is not  reduced  by the

 variety,  whi}e  reduced  by the  standard  species.

6. Stroptesporangiu"r viridialbum  Nonomura et

 Ohara  va=  reducens  var,  nov.

   The variety  is diffrenciated from the species  by

 the  abilitv  to  reduce  nirrate  and  to lltiLize inositol.        .

  MP,  in Tabie 1-Group 13 and  Fig. L-3.

  2 isolates from soil  were  studied.  Typc culture

 Sz-2tl,7.

 Streptom.vces rnass-spore  Group,

  Growth on  OA-Y  and  YS: Very poor.

   Growth  on  OA-YG  and  Glucese agar:  Good.

  AMC  white  or  pink, RSC  y-b, purple  or  black,

  No  melanoid  pigment.  Vitamins are  essential for

  the growth, Spores usually  coalesce  to form typical

 masses  of  spores.

   MP,  {n Table 1-Group 20 and  Fig. 3-13,

   9 isolates from seil  were  stud{ed,  Representa-

 tives, Sz-103, 105, 115, 117.

   The  morphology  is similar  in some  degree to

  Sl. "iassanospereus.iO)

 8. 7hermomonospora .fitsca (Waksman) Henssen

   Grewth on  OA-Y  and  YS: After 20 days at

 50eC, AMC  pale  y-b  to pale brown, RSC  y-b or

  brown. Melanoid pigment  weakly  in media  sueh

  as  Nutrient agar.  Spare masses  produced in form

  of  a  bunch  of  grapes,

   MP,  in Table 1-Greup 17 ana  Fig. 3-14.

   2 isoiates from soil  were  studiedi,  T-78, 79.

   The isolates differ from tlie standard  species  in

  net  hydrolyzing starch.

 9. 7hermeactinempuces ntonosportts  (Lehmann et

  Sehutze) Waksman

   Growth en  OA-Y:  Poor.

   Growth on  YS: After 20 days at  50eC. growth

  good, AMC  greenish gray  and  RSC  green black.

  Soluble pigment dark gray. Substrate hyphae

  about  1.0pa in diarneter,

   MP,  in Table 1-Group 19 and  Fig. 3-15.

   One isolate from  soi] was  studied,  T-81.

   The  isolate differs frem the  standard  species  in

  changing  millc,

10. 7hcrmoactionoin.vces 'v"lgaris Tsiklinsky

   Growth on  OA-Y  and  YS: Growth very  rapid

  and  good at  50･-55UC. AMC  white  to pale y-b

  (Ivory Buff). RSC  y･b. Soluble pigTnent none

  or  pale  y-b. No  growth  on  OA-YG  (Table 3, 4,

  Fig. 1). Substrate hyphae about  O,5p in diameter,

   Growth TempeTature: 35t-620C.

   MP,  in Tabie 1-19 and  Fig, 3-l6,

   3 isolates frern soil  were  studied.  Repre$entative,

  T-86,

ERRATUM  in the  description in the  previous

paper, this j,, 38, 404, (19601) line 13: Starch not

hydrolyzed.-Starch hydrolyzed.
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要 旨

　1． 前報 で 報告 した il（ticγ obisPora （Mb ） お よ び

StrePtesPorangiztm（Ss）属放線菌 の 選択的平板分離

法 に よ っ て 得 られ る 菌種を知 る ため ， 同法で 土壌か

ら分離 した 両属放 線菌 お よ び 付随 的 に 分 離 した もの

112株の 分類学的試験 を行 な っ た結果 を報告 した．

　2．　（a）M5 属は高温 性の 3種 ， 中温性の 5種 （Mb ．

Parwa は 50℃ で 生 育 ），1（b） Ss 属 は胞子を着生 し

た気菌糸が ピ ン ク 色の 5 種と緑灰 色 の 2 種，（3 種 は

42℃ で 生育 し他の 4 種 は同温度で 生育 しない ）， （c ）

付随的に 分離 した もの は，丁尨 プ 7μ oη 多o π 05 ♪or α 属 1 種 ，

Thermoactinomrvces 属 2 種 と Stre戸tom ）
・ces 属で 特

異な
一

群が 認め られ た （菌種名 Table　1），

　 3．　 Mb ．　 thermodiastatica ，　 Mb ．　thermoros 砌 ，　Ss，

PseudeVttigare，　 Ss．　nondiastaticztm ，　Ss．　viridogri −

seUS 　 var ．　ko．fuense，　 SS．　 viridialberm 　 vur ．　redtacens

は新種 ま た は新変種 と して 記 載 した．

　4． 若干 の 高温性放線菌 で は糖類 （glucose，　 xylose

など）添加 に よる生育阻害現象が み られた．Ta．　 vul ・

garis　T −86 で は 酵母．z キ ス 0．2％ を 含む oatmeal 　agar

に glucose を 0．5〜2，0彩 添加 す る と生育 が 完全 に 阻

止 され，： の 培地で 酵母 エ キ ス を 約 1％ に 増加 す る と

阻害 は解消 した．

　 （本 報 の 一部 は 昭和 44 年 4 月 1 巳 ，日本農芸 化学 会大 会で

口 演 した），
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